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3月2日(木) 
18:30開場・19：00開演  

楽風 1階  
定員30名（要予約）  2,000円  

2018年　1月4日(木)～16日(火) ※10日(水)、11日(木)休

午前10 時～午後7時　※最終日5時まで

楽風 2階 ギャラリー　※入場無料

あおやぎ　けんじ

1958年、山形県河北町生まれ。

山形大学工学部在学中のヨーロッパ旅行で出会った写真集に衝撃を受ける。

卒業後、独学で写真の勉強を開始。それから中国を中心にアジアを旅しながら撮影。

1990年、雲南省の人々を撮影した初個展「雲の南に」を開催。

棚田をテーマにした取材活動が認められ、2006年には「棚田学会賞」受賞。

楽風での展示は1994年「雲南省に住む少数民族の人びと」、1997年「アジアの流れ・メコン河」、

2004年「オリザ/アジア稲作の旅」、2009年「秩父桃源」以来、9年振り5回目となる。

【 主な写真集 】

1995年　「メコン河」　NTT出版、　「Mekong the Last River」　Cadence Book（USA）
1996年　「メコンを流れる」　NTT出版　※フォトエッセイ　
2002年　「日本の棚田百選」　小学館
2004年　「アジアの棚田・日本の棚田」　平凡社
2007年　「棚田を歩けば」　福音館書店　※写真絵本

2011年　「復活への記憶」　マガジンハウス　※共著

2013年　「花咲(わら)う　被災地の櫻と復興」　廣済堂出版　※共著

　　　　　　「旧暦棚田ごよみ」　NPO棚田ネットワーク　☆以降、毎年発行

2014年　「妻と犬連れ、日本一周車中泊の旅」、「“TANADA” Japanese Rice Terraces」、
　　　　　　「桃源旅人（中国雲南省は桃源郷だったのか？）」　全てKindle（電子書籍）
2016年　「ライスロード Vol.1  世界の棚田米を食べてみたい」　Kindle（電子書籍）
2017年　「全国の犬像をめぐる：忠犬物語45話」　青弓社

【企画・会場】　日本茶喫茶・ギャラリー 楽風（らふ)　　　◎048-825-3910　　◎さいたま市浦和区岸町4-25-12 〒330-0064 　　◎10時～7時　　◎水曜日定休

青柳健二 写真展  　

車に家財道具を積みこんで、
北海道から沖縄までの日本一周旅行。
2009年から約1年かけ、妻、愛犬と共にめぐった
旅先で目に入ってきたのは犬に関するもの……。
全国には犬の像・墓・塚・碑などが数多くあり、
それぞれに伝説や物語が伝わっています。
2017年に出版された「全国の犬像をめぐる」に
掲載されたものから、今も取材を続けている犬像の
写真、約70点を展示。
造形としての素晴らしさはもちろん、多種多様で
奥深い犬像と忠犬物語の世界を覗いてみてください。

 【 青柳健二 講演とスライド上映 】

 全国の犬像をめぐったお話
  1月12日(金)　午後7時開演　　1階 喫茶

   1,500円 　　
要予約
30名限定

像像を
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全
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